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第7回国際クマ会議報告書：8-9(1986)

SESSION III, N. Food Habits and Habitat Use 

食性と生息地利用

青 樹

大

井

舘

俊

智 志

この SESSION は16題と最も浪題が多く、 2 部に亘って開かれた。 講演は、 ハイイログマ

に関するものが一番多く、次いでアメリカクロクマについてのものが多かった。 その他に、

アラスカヒグマ、エ ゾヒグマ、ツキノワグマ、メガネグマについての発表があった。

その中には、クマの採食地利用とその環境の質的、量的評価との関連を論じた発表がいく

つかあり、特に D. J. Mattson らの発表が印象深かった。彼らはまず、 ハイイログマの食

性と採食地利用の季節的変化を調べた。次に、その採食地を栄養学的に利用可能度を用いて

評価し、実際の採食地利用との関係を調べた。結果は、春と秋に採食地の利用可能度と実際

のクマの利用頻度との間に正の相関が認められ、またクマの生理的状態（妊娠、冬眠など）

により異なった採食戦略をとる、というものであった。

また、林業がクマ類の生息地利用あるいは個体群にもたらす影響について述べた発表もあっ

た。いずれもアメリカクロクマに関するものであったが、 1 つは G. S. Warburton の発表

したクマのサンクチュアリ —―このようなものがアメリカでは堂々と存在しているのであ

る！ 一�もう 1 つは A. J. Brodyらの発表した、狩

猟地における森林伐採がクマの個体群に与える影響に関する報告であった。前者では、ハン

ティングの影響をまったく受けていない多数のクロクマを追跡した結果、伐採を行なってい

る所や成林したマツ林をクマが避ける傾向が強く、堅果を実らせる林が重要な位置を占めて

いる。しかし、 こういった林が、 施業によりボプラの林に更新されたり、 もとの 状 態に戻

るのに100年以上を要するナラ林が更新のために伐採されることは、クマにとっては非常に

厳しい状態になると報告している。またさらに、生息地を良好に維持するため、伐採単位を

25ェ ーカー 以内に押えるとか、生息地の5％は250年以上の老齢な林を残す、また逆に種々の

木の実の生産を促すためにきちんと制御しつつ火入れを行なう、さらには林道の建設を制限

するなどの指標が述べられていた。また後者では、狩猟圧に働く要因としての森林の伐採が、

クロクマ個体群にどのような影響を与えるかを調べたものであった。この結果によると、伐

採を制限したり林の取り扱いを考慮することなどにより、その生息環境はクマの収容力を増

すことが可能であるが、その取り扱いを慎重に行なわないと逆の結果にもなりうることが示

唆された。例えば施業に伴う林道網の発達は ハンタ ー がその道路を使うため、結果的にクマ

を捕り易くしてしまうだろう。これらの発表で提起された問題、つまり野生生物の生息地と
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